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(54)【発明の名称】 内視鏡の管路内清掃用ブラシ

(57)【要約】
【課題】径が細過ぎる管路内には差し込むことができ
ず、不適性な使用による変形や損傷等が発生しない内視
鏡の管路内清掃用ブラシを提供すること。
【解決手段】ブラシ材２が通過することができる最小の
管路径Ｄ以上の径ｄを有する先端チップ５を、ブラシ材
２より先側に設けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の管路内をブラッシング清掃するた
めに操作軸の先端部分にブラシ材が取り付けられた内視
鏡の管路内清掃用ブラシにおいて、
上記ブラシ材が通過することができる最小の管路径以上
の径を有する先端チップを、上記ブラシ材より先側に設
けたことを特徴とする内視鏡の管路内清掃用ブラシ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルなど管路の内面をブラッシング清掃する
ために用いられる内視鏡の管路内清掃用ブラシに関す
る。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の管路内清掃用ブラシは一般に、
図２に示されるように、操作軸１の先端部分に配置され
たブラシ軸３に、放射状に多数のブラシ毛２が植毛され
た構成になっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】上述のような内視鏡の
管路内清掃用ブラシは、ブラシ毛２部分の直径Ａよりあ
る程度細い径の管路に挿入することにより、十分なブラ
ッシング効果を発揮することができる。
【０００４】しかし、例えば図３に示されるように、管
路１０が適正な径より細過ぎると、ブラシ毛２が管路１
０内に詰まった状態になってしまい、ブラシ毛２が変
形、損傷したり、場合によっては管路１０側が破損する
おそれもある。
【０００５】そこで本発明は、径が細過ぎる管路内には
差し込むことができず、不適性な使用による変形や損傷
等が発生しない内視鏡の管路内清掃用ブラシを提供する
ことを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の管路内清掃用ブラシは、内視鏡の
管路内をブラッシング清掃するために操作軸の先端部分
にブラシ材が取り付けられた内視鏡の管路内清掃用ブラ
シにおいて、ブラシ材が通過することができる最小の管
路径以上の径を有する先端チップを、ブラシ材より先側
に設けたものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は内視鏡の管路内清掃用ブラシの先端部
分を示しており、例えばステンレス鋼線製の撚り線又は
コイルパイプ等からなる可撓性の操作軸１の先端を真っ
直ぐに延長してブラシ軸３が形成されている。ただし、
パイプ材等を介して操作軸１の先端にブラシ軸３を連結
してもよい。
【０００８】ブラシ軸３は、例えばバネ性のある二本の
ステンレス鋼線を寄り合わせたものであり、その二本の*
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*素線の間に多数のブラシ毛２（ブラシ材）が挟み込まれ
た状態に植毛されている。
【０００９】各ブラシ毛２は、例えば弾性に富むポリア
ミド樹脂等からなる短い一様な長さの可撓性繊維であ
り、ブラシ軸３を形成する二本のステンレス鋼線の間に
きつく挟み付けられた状態で、ブラシ軸３を中心に放射
状に突出する状態に配置されている。ただし、それに代
えてスポンジ状のブラシ材等を取り付けてもよい。
【００１０】ブラシ軸３の先端には、例えば円盤状の金
属製の先端チップ５が固着されている。ただし、先端チ
ップ５はプラスチック製であってもよく、球状、円錐状
その他各種の形状であっても差し支えない。
【００１１】１０は、内視鏡の処置具挿通チャンネル等
のように内視鏡内に配置された管路であり、先端チップ
５の直径ｄは、ブラシ毛２が通過することができる最小
の管路径Ｄ以上の径（即ち、ｄ≧Ｄ）に形成されてい
る。
【００１２】そのような最小の管路径Ｄは、ブラシ毛２
の毛の長さや硬度及び密度等の諸条件によって相違し、
先端チップ５の直径ｄは、そのような最小の管路径Ｄに
対してある程度の安全率を考慮して設定すればよい。
【００１３】そのような構成により、本発明の内視鏡の
管路内清掃用ブラシの使用に際しては、先端チップ５が
挿入可能な管路１０は必ずブラシ毛２が通過可能であっ
て管路１０の内面がブラッシング清掃され、ブラシ毛２
が通過することができない細過ぎる径の管路１０への挿
入は先端チップ５によって阻止されるので、不適性な使
用によるブラシ毛２の変形や損傷、あるいは管路１０側
の破損等が発生しない。
【００１４】
【発明の効果】本発明によれば、ブラシ材が通過するこ
とができる最小の管路径以上の径を有する先端チップ
を、ブラシ材より先側に設けたことにより、先端チップ
が挿入可能な管路は必ずブラシ毛が通過可能であって管
路の内面がブラッシング清掃され、ブラシ毛が通過する
ことができない細過ぎる径の管路への挿入は先端チップ
によって阻止されるので、不適性な使用によるブラシ毛
の変形や損傷、あるいは管路側の破損等を未然に防止す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の管路内清掃用ブラシ
の先端部分の側面断面図である。
【図２】従来の内視鏡の管路内清掃用ブラシの先端部分
の側面断面図である。
【図３】従来の内視鏡の管路内清掃用ブラシが不適性に
使用されている状態の側面断面図である。
【符号の説明】
１  操作軸
２  ブラシ毛（ブラシ材）
５  先端チップ
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１０  管路

【図１】

【図２】 【図３】
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